
 

       

日 曜 日 ８月の行事 

１ 土 うぇるかむでぃ（地域の親子） 

２ 日  

３ 月 体育教室 

４ 火  

５ 水  

６ 木

木 

平和の日のつどい 

７ 金  

８ 土  

９ 日  

１0 月  

１１ 火 山の日 

１2 水  

１3 木 おべんとうの日 

14 金 おべんとうの日 

１5 土 おべんとうの日 

１6 日  

１7 月 体育教室 

１8 火  

１9 水  

２0 木

木 

硬筆教室 

２1 金

金 

 

２２ 土  

２3 日  

２4 月 体育教室 

２5 火  

２6 水  

２7 木  

２8 金 お泊り保育 

２９ 土  

３０ 日  

３１ 月 体育教室 

2026年度 

認定こども園 広島和光園保育所 

８月のおたより 

わかばパパママ応援教室は、随時受付中です 

消防局より 

広島市総合防災訓練 

を実施します 
『平和都市 みんなでつくる 防火の輪』 

９月の行事 
９月２６日（土） 

親子で遊ぼう会（ひよこ・ぺんぎん・いるか組） 

９月１６日（水）～９月１７日（木） 

中学生職場体験（楠那中学校） 

この言葉は、ルソーの著書「エミール」の中の一節で、日本語に翻訳 

されたものです。『子どもの“今”を大切に…』ルソーの思想は、広島和光園 

保育所の保育理念にも通ずるなと感じます。 

大人はこれまでの人生経験の中で得た知識を、こどものためにと先に 

教えてあげたくなりますが、ルソーは、「今」しかできない感動・慶び・悲しみ・ 

そして失敗や挑戦こそが成長する力（『自然』➡こどもが生まれながらに 

持っている育つ力）なのだということを伝えています。 

 今しかできない経験ってどんなことでしょうか？子どもの目線に立って、 

子どもから見える世界を一緒に見ようとしてみると、私たちには気づけ 

ない発見や感動に触れることができるかもしれませんね。 

 ＜ジャン＝ジャック・ルソーってどんな人？＞ 
１８世紀フランスの思想家・教育哲学者です。「こどもは小さな大人ではない」と 
考え、こどもにはこどもの時期があり、その時期ならではの育ちを大切にすべきだ

と説いています。その考えは、現在の保育や教育にも大きな影響を与えています。 

心の根っこを 
育てよう 

③ 

～自然はこどもが大人になることを望む 

前に、まずこどもであることを望む～ 
ジャン＝ジャック・ルソー 

8月１３（木）・1４日（金）・1５日（土）
は、食材搬入の都合により、 

給食はありません。 
登園される方は、おかず入りの 
お弁当を持ってきてください。 
よろしくお願いいたします。 

８月の行事 

８月 2８日（金）～８月２９日（土） 
最年長のみどり組が保育園に一晩お泊りします。 
初めて家族と離れて一夜を過ごすことは、子ども

たちにとって高いハードルなのかもしれませんが、
毎年お泊り保育を終えた子どもたちは、達成感から
か一回りも二回りも成長したように感じます。 

お泊り保育（年長組） 

お弁当の日のお知らせ 

２階  職員室が 
完成しました！  

 

職員が業務や休憩をする 
部屋が完成しました！ 
保育の充実のために 
活用していきます♪ 

 本格的な夏到来！！毎日暑さとの闘いです。特に２階は暑さが別格で、 

夕方は西日が強く皆様にはご迷惑をかけています。昨年付けたサーキュレ

ーターからは温かい風が吹きつけ、焼け石に水のような小さなミストクー

ラーを置いてみたりしましたが効果なし。いろいろ対策を思案中です。 

朝の早い時間や曇りの日に水遊びや感触遊びを楽しんだり、エアコンの

効いたホールやサンルームで遊んだり運動したりして過ごしています。 

９月がもう少し気温が下がればよいのですが・・・。夏の過ごし方が大きく

変わった昨今。保育園の生活の変化をいろいろ模索しています。皆様のご理

解・ご協力をお願いいたします。 


